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岡山県の勝田層群吉野層より産出した鯨類化石 

 
吉野層より岸本眞五氏によって発見された 5 つの鯨類化

石骨が次のように同定された．兵庫県立人と自然の博物館の

標本番号 MNHAH D1-059542 は左鼓室胞 (cf. Isanacetus 
laticephalus)． MNHAH D1-059543 は断片的な頭蓋骨

(Chaeomysticti indet.)． MNHAH D1-059544 から 059546 は
1 個体に由来する 3 つの脊椎骨 (Cetacea indet.)．これらの標

本によって，該当地域の前期から中期中新世にかけての鯨類

についての知識を追加した． 
 

キキーーワワーードド：：鼓室胞, 頭蓋骨, 脊椎骨, 前期中新世, ヒゲクジラ, 
Isanacetus laticephalus. 
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要  旨 

  

日本の図鑑では，ヤナギ属の葉形には 5 つの基本用語（線形，披針形，長楕円形，楕円形，卵形）が使われてきたが，

改訂新版『日本の野生植物』のヤナギ科（大橋，2016b）では披針形に代わって，「狭卵形」が用いられた．この経緯を知

るために，用語の原語（英語，ラテン語）での葉形の範囲と対応する日本語の用語をまとめた．さらに江戸末期以降の日

本の出版物で，葉形の用語の範囲を記述と図から集めて，歴史的な経緯も含めて整理した．その結果，「狭卵形」は，

SADT (1962a,b)による相称平面図形の用語での anguste ovatus に端を発し，清水（2001）が「狭卵形（披針形）」とした

ものが大橋（2016b）に継承されたと理解した．現在でも披針形はよく使われる用語であり，今後も狭卵形の同義語として

用いるのが好ましいと考えている．また長楕円形と楕円形についても混乱があり，区別点である葉縁の形状が日本では

徹底されていないこともわかった．最後にヤナギ属の葉形と用語の模式図をまとめて提案した． 
 
キーワード： 狭卵形，楕円形，長楕円形，披針形，ヤナギ属． 
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はじめに 
 
日本での植物図鑑として平凡社『日本の野生植物』シリー

ズが 27 年ぶりに更新された．ヤナギ類を在野で研究している

筆者は改訂新版『日本の野生植物 III」でのヤナギ科（大橋, 
2016b）を読んでみると，既往の代表的な植物図鑑（牧野 , 
1940; 大井, 1953; 北村, 1979; 木村, 1989）で，ヤナギ属 
Salix によく使われてきた葉形の用語の「線形」「披針形」「長

楕円形」「楕円形」「卵形」のうち，「披針形」の使用がなく，「狭

卵形」という用語になっていることに気づいた（表１）．同書の

「植物用語の図解」（大橋ほか, 2016）では，従来の「披針形」

を「狭卵形（披針形）」としており，用語の変更の意味がわから

ず，困惑した． 
大橋（2016a）は，改訂新版『日本の野生植物』執筆にあた

って，花序に関する用語 peduncle と pedicel の整理を行い，

従来の「花柄」「小花柄」に代えて「花序柄」「花柄」とした理

由を示した．一方，「披針形」を「狭卵形（披針形）」とした説明

は見あたらなかった．このため，ヤナギ属植物を中心に，これま

での葉形の学術用語とその範囲について整理し，「狭卵形」の

由来についてまとめた． 
以下の２つに分けて示して，大橋（2016a）にならって議論す

る． 
1．葉形の学術用語と訳語 
2．日本の文献での葉形の用語とその範囲 
最後にまとめとして，ヤナギ属における葉形と用語の模式

図を提示する． 
 
 

1．葉形の学術用語と訳語 
 
分類学の学術用語は英語あるいはラテン語であり，西洋の

近代植物学を体系的に紹介した『植学啓原』（宇田川, 1834）

1) 植物検索研究会 〒177-0045 東京都練馬区石神井台 5-25-25  
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以来，先人が訳出してきた．日本語訳の用語を検討する際に

は，英語あるいはラテン語との対応を意識すべきである．永益

（2009）は植物分類学者がラテン語記載に際して，Stern
（1992）の『Botanical Latin』の用語を準拠すべきことを勧めて

いる． 
Stern（1992）は，Linnaeus (1751)，Lindley (1841)などの著書，

および Systematics Association Committee for Descriptive 
Biological Terminology（1962a, b）〔以下，SADT（1962a,b）と
する〕を引用し，葉形に関するラテン語および英語の学術用

語をまとめた．その中で，SADT（1962a,b）は，単純な左右相

称平面図形の基本形 9 種類（縦横比 2：1～3：2）を定めて，

縦横比の違いを考慮し 95 種類の図形および 57 種類の用語

を示した． 
Stern（1992）の用語のうち，ヤナギ属の葉形に関係するのは，

linear，lanceolate，oblong，elliptical＝elliptic，ovate（ラテン語

でそれぞれ linearis，lanceolatus，oblongus，ellipticus，ovatus）
である．Stern（1992）の記述と縦横比を列記し，明治期以降の

文献でそれぞれ英語・ラテン語に対応する訳語を表 2 に，葉

表 1 代表的な植物図鑑でのヤナギ属に用いられた葉形の用語．ヤナギ属に関する本文・検索表などに使われている用語を５つの基本形に分

けて示した． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表表 1 代表的な植物図鑑でのヤナギ属に用いられた葉形の用語．ヤナギ属に関する本文・

検索表などに使われている用語を５つの基本形に分けて示した．円形および倒卵形など倒

形は省いている． 

 

植物図鑑 線形 披針形 [狭卵形] 長楕円形 楕円形 卵形 

牧野（1940） 線形 披針形 長楕円形 楕円形 卵形 

 広線形 狭倒卵状披針形 狭長楕円形 広楕円形  

  狭長披針形 線状長楕円形 披針状楕円形  

  長披針形 広線状長楕円形 倒卵状楕円形  

  線状披針形 披針状長楕円形 卵状楕円形  

  卵状披針形    

  長楕円状披針形    

大井（1953） 線形 披針形 長楕円形 楕円形 卵形 

  線状披針形 狭長楕円形 倒卵楕円形 狭卵形 

  広披針形 卵状長楕円形 広楕円形 卵円形 

北村（1979） 線形 披針形 長楕円形 広楕円形 卵円形 

 広線形 線状披針形 線状長楕円形 倒卵状楕円形 卵形 

  線状倒披針形 倒卵状長楕円形  狭卵形 

  長楕円状披針形 狭長楕円形  長楕円状卵形 

  広披針形    

  狭披針形    

木村（1989） 線形 披針形 長楕円形 楕円形 卵形 

  線状披針形 狭長楕円形 広楕円形 長楕円状卵形 

  狭披針形  倒卵状楕円形  

  倒披針形  披針状楕円形  

  広披針形  倒卵状広楕円形  

  長楕円状披針形    

  楕円状披針形    

大橋（2016b） 線形 狭卵形 長楕円形 楕円形 卵形 

  線状狭卵形 線状狭長楕円形 狭卵状楕円形 長楕円状卵形 

  長楕円状狭卵形 狭長楕円形 狭楕円形 広卵形 

   狭卵状長楕円形 広楕円形  

   狭卵状狭長楕円形 倒卵状楕円形  

   広長楕円形 卵状楕円形  

        倒卵状広楕円形   
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以来，先人が訳出してきた．日本語訳の用語を検討する際に

は，英語あるいはラテン語との対応を意識すべきである．永益

（2009）は植物分類学者がラテン語記載に際して，Stern
（1992）の『Botanical Latin』の用語を準拠すべきことを勧めて

いる． 
Stern（1992）は，Linnaeus (1751)，Lindley (1841)などの著書，

および Systematics Association Committee for Descriptive 
Biological Terminology（1962a, b）〔以下，SADT（1962a,b）と
する〕を引用し，葉形に関するラテン語および英語の学術用

語をまとめた．その中で，SADT（1962a,b）は，単純な左右相

称平面図形の基本形 9 種類（縦横比 2：1～3：2）を定めて，

縦横比の違いを考慮し 95 種類の図形および 57 種類の用語

を示した． 
Stern（1992）の用語のうち，ヤナギ属の葉形に関係するのは，

linear，lanceolate，oblong，elliptical＝elliptic，ovate（ラテン語

でそれぞれ linearis，lanceolatus，oblongus，ellipticus，ovatus）
である．Stern（1992）の記述と縦横比を列記し，明治期以降の

文献でそれぞれ英語・ラテン語に対応する訳語を表 2 に，葉

表 1 代表的な植物図鑑でのヤナギ属に用いられた葉形の用語．ヤナギ属に関する本文・検索表などに使われている用語を５つの基本形に分

けて示した． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

形の模式図を図 1 にまとめた． 
松村（1886）以降の訳語はほぼ安定しているが，豊国

（1987），清水（2001）を契機に「狭卵形」や「矩形（くけい）」が

現れてきている．両者は SADT（1962a,b）の左右相称平面図

形を引用し（図 1E,F），平面図形の基本形に縦横比を変えた

図形に和訳を与えており，SADT（1962a,b）の手法を継承して

いることがわかる． 
以下に，基本用語５つについて個別に触れる． 

 
線形 linear（linearis） 

Stern（1992）は，linear（linearis）を“narrow, short, with the 
two opposite margins parallel”（細く短く，両縁は平行）とし，

SADT（1962a,b）の「anguste oblongus」= narrowly oblong に

該当するとした．さらに細長い形状を「 fasciarius （ band-
shaped）」と称し，SADT（1962a,b）の「linearis」に相当するとし

た．つまり，Stern（1992）の線形 linear は，SADT（1962a,b）の
「narrowly oblong」（狭長楕円形，縦横比 6：1〜3：1）であり，

Stern（1992）は，SADT（1962a,b）の線形を「band-shaped」（ひ

も形）と称し「縦横比 12 以上：1」としている．豊国（1987），清
水（2001）は，SADT（1962a,b）に従っており，同じ「線形」でも

意味が違っている．初期の訳語に「細長披針状」（小野, 1873）
があるが，以降は「線形」で安定している． 

 
披針形 lanceolate（lanceolatus） 

Stern（1992）は“narrowly elliptical, tapering [equally] to 
each end”（幅の狭い楕円形で，両端は等しく先細りになる）と

し，SADT（1962a,b）の「anguste ellipticus」（狭楕円形）に該

当するとした．Stern（1992）の「lanceolatus（figs. 21，106）」は
最広部が中央であり，「anguste ellipticus」に相当するものであ

る．lanceolate の訳語は「披針形」あるいはその類義語で一貫

しており，ヤナギ属の葉形の記述でもよく利用された語である． 
SADT（1962a,b）は，「 lanceolate は，narrowly elliptic＝

anguste ellipticus（狭楕円形）と，narrowly ovate＝anguste 
ovatus（狭卵形）の両方に使用されることがあり，概念が曖昧」

とし，用語として lanceolate を示さなかった．豊国（1987）の用

語集には lanceolate を披針形とした一方で，巻末には SADT

表 2 ヤナギ属での葉形の５つの基本用語と和訳の対応．Stern（1992）が示した葉形用語（英語・ラテン語）のうちの５つについて，その内容を示

すとともに，明治以降の日本の文献で示された，英語・ラテン語に対応する訳語を一覧にした．―：掲載なし．*1: ovalis への訳語として用いて

いる．*2: 本文では「長円形」だが模式図では「長楕円形」を用いている．*3: 図 1E では，anguste ovatus (= narrowly ovate) に「狭卵形」との訳語を

与えている．*4:長方形，矩形，長楕円形，長円形を列記している．*5: lanceolate は narrowly ovate と同じものとして、狭卵形（披針形）としている． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表表 1 代表的な植物図鑑でのヤナギ属に用いられた葉形の用語．ヤナギ属に関する本文・

検索表などに使われている用語を５つの基本形に分けて示した．円形および倒卵形など倒

形は省いている． 

 

植物図鑑 線形 披針形 [狭卵形] 長楕円形 楕円形 卵形 

牧野（1940） 線形 披針形 長楕円形 楕円形 卵形 

 広線形 狭倒卵状披針形 狭長楕円形 広楕円形  

  狭長披針形 線状長楕円形 披針状楕円形  

  長披針形 広線状長楕円形 倒卵状楕円形  

  線状披針形 披針状長楕円形 卵状楕円形  

  卵状披針形    

  長楕円状披針形    

大井（1953） 線形 披針形 長楕円形 楕円形 卵形 

  線状披針形 狭長楕円形 倒卵楕円形 狭卵形 

  広披針形 卵状長楕円形 広楕円形 卵円形 

北村（1979） 線形 披針形 長楕円形 広楕円形 卵円形 

 広線形 線状披針形 線状長楕円形 倒卵状楕円形 卵形 

  線状倒披針形 倒卵状長楕円形  狭卵形 

  長楕円状披針形 狭長楕円形  長楕円状卵形 

  広披針形    

  狭披針形    

木村（1989） 線形 披針形 長楕円形 楕円形 卵形 

  線状披針形 狭長楕円形 広楕円形 長楕円状卵形 

  狭披針形  倒卵状楕円形  

  倒披針形  披針状楕円形  

  広披針形  倒卵状広楕円形  

  長楕円状披針形    

  楕円状披針形    

大橋（2016b） 線形 狭卵形 長楕円形 楕円形 卵形 

  線状狭卵形 線状狭長楕円形 狭卵状楕円形 長楕円状卵形 

  長楕円状狭卵形 狭長楕円形 狭楕円形 広卵形 

   狭卵状長楕円形 広楕円形  

   狭卵状狭長楕円形 倒卵状楕円形  

   広長楕円形 卵状楕円形  

        倒卵状広楕円形   

 

Stern（1992）      

英語 linear lanceolate oblong elliptical ovate 

ラテン語 linearis lanceolatus oblongus ellipticus ovatus 

記述 
 
  

細長く 
葉縁は平行 
  

細い楕円で 
先細り 
  

楕円で 
両端は鈍頭 
葉縁は平行 

楕円で 
両端は鋭頭 
葉縁は曲線 

長楕円か楕円 
下部が最広 
  

縦横比 6:1〜3:1 6:1〜3:1 2:1〜3:2 2:1〜3:2 2:1〜3:2 

小野（1873） 細長披針状 披針状 長楕円 楕円 卵形 

小野（1874） ––––– 披針状 長楕円 ––––– 卵形 

松原（1878） ––––– 披針状 長円形 楕円形*1 卵形 

松村（1886） 線形 披針形 長楕円形 楕円形 卵形 

白井（1893） 線形 披針形 長円形 *2 楕円形 卵円形 

濱（1930） 線形 披針形 長楕円形 楕円形 卵形 

牧野（1940） 線形 披針形 長楕円形 楕円形 卵形 

大井（1953） 線形 披針形 長楕円形 楕円形 卵形 

文部省（1956） 線形 皮針形 長だ円形 だ円形 卵形 

佐竹（1964） 線形 皮針形 長だ円形 だ円形 卵形 

原ほか（1965） 線形 ひ針形 長だ円形 だ円形 卵形 

初島（1976） 線形 皮針形 長楕円形 楕円形 卵形 

豊国（1987） 線形 皮針形*3 長方形など*4 楕円形 卵形 

文部省ほか（1990） 線形 皮針形 長だ円形 だ円形 卵形 

清水（2001） 線形 狭卵形*5 矩形 楕円形 卵形 

大橋ほか（2008） 線形 狭卵形*5 矩形 楕円形 卵形 

      

      

 

－ 69 －

山口： ヤナギ属の葉形の用語



 

（1962a,b）の図を引用して anguste ellipticus を「狭楕円形」， 
anguste ovatus を「狭卵形」と訳出した．清水（2001）も SADT
（ 1962a,b ） の 図 を 引 用 し て い る が , 「 narrowly ovate
（lanceolate）狭卵形（披針形）」としており,「狭卵形」を披針形

と同義語とした． 
ヤナギ属で披針形と呼んできた葉形では葉の中央部から

下が最も広いと筆者は感じており，披針形＝狭卵形とした清

水（2001）は納得できるものであり，大橋（2016b）はこれを継

承したものであろうと理解できた． 
 

長楕円形 oblong（oblongus） 
Stern（1992）は“elliptical, obtuse at each end”（楕円で両端

は鈍頭）とし，SADT（1962a,b）の「oblongus」に該当するとした．

SADT（1962a,b）では，oblong の基本図形を「rectangularis 
vel oblongus（長方形または長楕円形）」に設定した．Stern
（1992）はさらに,“the sides almost parallel”（葉縁はほぼ平行）

としている．次に示す ellipticus 楕円形では葉縁は中央部か

ら同じように曲がるとしており，長楕円形 oblong は幅の狭い楕

円形ではないことに注意すべきである． 
oblong の日本語訳としては，小野（1873）の「長楕円」が初

出で，その後，この訳語でほぼ一貫してきた．しかし，豊国

（1987）はラテン語辞書部分で， oblongus を「長方形，矩形，

長楕円形，長円形」とし，SADT（1962a,b）を踏まえながら，伝

統的に使われてきた「長楕円形」と松原（1878）の「長円形」

（図 1A）も併記した．大橋ほか（2008）も「長方形（長楕円形，

矩形）」とした．一方，清水（2001）は oblong の訳語を「矩形」

のみとした． 
 

楕円形 elliptical，elliptic（ellipticus） 
Stern（1992）は“elliptical, acute at each end”（楕円で両端

は鋭頭）とし，SADT（1962a,b）の「ellipticus」に相当し，“with 
sides curved equally from middle”（葉縁は中央部から同じよ

うに曲がる）として，oblong との差異を示した．  
elliptic の日本語訳は「楕円形」で安定しているが，先述の

通り oblong との形状の差異には注意すべきである．清水

（2001）は narrow elliptic に対して「狭楕円形（長楕円形）」と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 1  代表的な植物図鑑での葉形の模式図．ヤナギ属に用いられた葉形を再配列している．E および F は SADT（1962a,b）の左右相称平面図

をベースにしている．縦横比が表記され，横線は範囲を示す．B の白井（1893）の本文では linear 線形を言及しているが，図示されていない． 
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したが，oblong の訳語の長楕円形と混同されるので，豊国

（1987）のように狭楕円形のみをあてるのが好ましいと考える．  
 

卵形 ovate（ovatus） 
Stern（1992）は“oblong or elliptical, broadest at the lower 

end, so as to resemble the longitudinal section of an egg”（楕
円形あるいは長楕円形で，下側の幅が最も広く，卵の形に似

る）とし，SADT（1962a,b）の「ovatus」に該当するとした． ovate
の和訳としては明治期から「卵形」で安定している． 

 
以上のように，Stern（1992）と SADT（1962a,b）では葉形の

学術用語とその意味には多少の差異があり ，後者は

lanceolate を用いていないのが特徴的である．日本語訳につい

ても，Stern（1992）にほぼ対応している小野（1873，1874），牧
野（1940），大井（1953）に対して， SADT（1962a,b）を参照し

た豊国（1987），さらに豊国（1987）の訳に「（lanceolate 披針

形）」を加えた清水（2001），大橋ほか（2008）などでは異なっ

ている．大橋 (2016b）は SADT（1962a,b）に準拠して，豊国

（1987）の訳出した狭卵形を採用したのであろう． 
 
 
2．日本の文献にみる葉形の用語とその範囲 

 
Stern（1992）の 5 つの基本用語の意味とその和訳を上記に

まとめたが，これまでのヤナギ属の葉形で用いられていた範囲

として，筆者はやや違和感があった．そこで宇田川（1834）以
降の日本の文献から，葉形の用語が指す範囲を調べた．用語

の解説を表 3 に，葉形のイラストを 図 2 にまとめた． 
以下，5 つの用語およびその同義語ごとに論議する． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 2  明治以降の文献での葉形のイラスト． 
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表 3 明治以降の文献での葉形の解説．字体，読点など一部変更した．〔〕内は筆者記． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

線線形形（（線線状状葉葉をを含含むむ））  

松本（1880） 長サ幅ニ数倍シ上下殆ント広狭ナキモノ 

松原（1882） 其葉長広ノ比較ニ於テ長ノ甚勝リ，其両端中部共ニ同広ヲナシ，只其上端ニ尖頭ヲナス 

斎田・染谷（1892） 狭キ葉片ノ両側ガ殆ド平行スルモノ 

三好・牧野（1911） 極メテ狭痩ニシテ，両縁ノ平行セル形 

久米（1937） 狭長で殆ど同じ幅の物をいふ 

大井（1953） 狭長で，長さが幅より著しく長く，両縁辺が略平行の形を云ふ 

初島（1976） 細長い葉で長さは幅の 4–5 倍 

披披針針形形（（被被針針葉葉，，被被針針状状葉葉をを含含むむ））  

小野（1875） 長サ幅ノ三倍又四倍アリテ両端ハ尖レリ 

山口（1876） 常ノ小刃針（ランセッタ）ノ形ノモノ 

永田（1877） 葉先鋭ク尖リ葉脚潤ク，其状殆ント被針（ハバリ）ニ似タルヲ以テ披針状ト云フ 

能勢（1878） 卵形ヨリ細クシテ上部尖リタル者ナリ 

松原（1882） 〔其葉長廣ノ比較ニ於テ〕其長之ヲ廣ニ比スレハ三倍若クハ四倍シテ両端ノ尖レルモノ 

安本（1885） 〔葉面の下部が廣く，長さが幅に対し〕其三倍乃至四倍スルモノ 

三好・牧野（1911） 醫用ノ器ノ披針ニ類セル形ニシテ（中略）両端狭窄シ，上部ハ下部ヨリモ狭シ 

原ほか（1965） 先端がとがり中央より少し下部に最大の幅をもつ形，外科手術に使うメスのような形 

石戸（1966） 針をひらく(披)という意味（中略）先はとがり（中略）もとのほうがいちばん幅が広い 

初島（1976） 先端はとがり下から 3 分の 1 ぐらいの所で最大の幅を有するもの 

長長楕楕円円形形（（長長円円葉葉をを含含むむ））  

小野（1875） 長サ幅ノ二倍半アリ 

松井（1876） 小判ノ長キ形チヲナシタル葉ニテ 

大館（1876） 楕円状ノナホ一層ナガキモノヲサシテ云フ 

山口（1876） 常ノ楕円形ヨリ細長キモノ 

岡村（1877） 楕円状ヨリ稍細長キモノヲ云フ 

松原（1882） 其両端同ク円形ヲナスト雖，（中略）長ニ広ノ勝ルコト凡（中略）三倍以上ナリ 

安本（1885） 〔長さが幅に対し〕其三倍乃至四倍スルモノ 

三好・牧野（1911） 長サハ幅ノ二倍ニシテ，両縁殆ド平行セル形 

牧野（1940） 楕円形ノ狭ク長キモノ，其ノ両側縁ハ多少相平行ス 

大井（1953） 長さが幅の 3–4 倍内外で，その両縁が稍平行する 

石戸（1966） 楕円形よりやや縦に長い．もとも先もまるい．幅はどこも同じくらい 

初島（1976） 楕円形を細長くしたもので長さと幅の比は 1:3–3:5 ぐらい 

楕楕円円形形（（楕楕円円葉葉をを含含むむ））  

小野（1875） 長サ幅ノ一倍半又二倍アリ 

大館（1876） ソノ形ナガクマロキテ宛然トシテ八厘銭ニ類似スルモノヲ概シテ然云エリ 

山口（1876） 飯櫃形ノモノヲイフ 

永田（1877） 葉ノ中央広張シ，小判ノ形ニ似タルヲ云フ 

松原（1882） 其両端同ク円形ヲナスト雖，（中略）長ニ広ノ勝ルコト凡二倍乃至三倍 

安本（1885） 〔葉面が〕長ノ幅ニ二倍スルモノ 

三好・牧野（1911） 長サハ幅ノ二倍ニシテ，両縁外方ニ湾曲セル形 

牧野（1940） 長楕円形ノ今少シ其ノ辺縁ノ張リ出タルモノ 

大井（1953） 〔長さが幅の 3–4 倍内外で，その〕両縁がゆるやかに弧状に曲がるもの 

石戸（1966） もとも先もまるいが，縦に長い．幅はどこも同じくらい 

卵卵形形（（卵卵葉葉をを含含むむ））  

伴（1876） 卵ノカタチニ似タルヲ以テ名ヅクタル者ニシテ，葉ノ形チ頭ホソク下ヒロク 

岡村（1877） 葉ノ本広ク葉ノ末狭クシテ，恰も鶏卵ノ如シ 

能勢（1878） 卵ノ如ク下部広ク上部ニ至リ漸々狭シ 

安本（1885） 葉面ノ下部広クシテ，其長ノ幅ニ二倍スルモノ 

斉田・染谷（1892） 葉片ノ長サガ其幅ニ殆ンド二倍シテ，其基脚ニ近キ部ノ最モ広キモノ 

三好・牧野（1911） 縦裁セル鶏卵ノ外形ニシテ，下部ハ上部ヨリモ広闊ナリ 

久米（1937） 基の方は先の方よりも稍々広く卵の如き形をしたものをいふ 

大井（1953） 外形が鶏卵の様で下半部幅広い形を指し 
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表 3 明治以降の文献での葉形の解説．字体，読点など一部変更した．〔〕内は筆者記． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

線形 
「線形」は『植学啓蒙』（松本, 1880）が初出と考えられ（図

2D），「線状葉」は同義語である．『植学略解』（伊藤, 1874）の
「繊長形」「細長形」「長形」（図 2A），および小野（1875）の
「細狭披針状」（図 2B）などは，線形に該当すると判断した．

国内の文献の図では，かなり細い形には「針形」「糸状」，線形

に酷似する形状には「剣形」「のみ形」なども使われていたが

（図 1C，図 2F，G，J，K），線形に含めてもよさそうである． 
Stern（1992）の線形 linearis は葉の外形が細長く,葉縁は

平行，縦横比は 3：1〜6：1 としたが，国内文献では縦横比が

6：1より細長い図（図 2D，E，H，J，K，L）が多く，SADT (1962a, 
b)の linearis（縦横比 1：12 以上）に当てはまる．この形を Stern
（1992）は「ひも形」band-shaped（fasciarius）としている．6：1 よ

り広い図もあるが（図 2F，I），時に「広線形」として，牧野（1940），
北村（1979）などでも使われている（表 1）． 

Stern（1992）は線形での両方の葉縁は平行とし，日本の文

献でも平行とした記述や図が多いが，葉先に向かい葉身が狭

まる葉形（図 2F，G）や，葉縁が弧状に膨らむものもある（図

2K）．これらは表 1 にある線状楕円形や線状披針形にあたると

も考えられるが，葉縁の直線部の長さによっても印象が変わっ

てくる．清水（2001）は，葉縁が弧状の図と平行の図をともに線

形としている（図 1F）． 
 

披針形と狭卵形 
『植学啓原』（宇田川, 1834）には「柳葉の如きを［鈹針］と

曰く」とある．「鈹針」は「披針」と同じで，諸刃でとがった「披針

（ハバリ）ニ似タル」（永田, 1877）ことに由来する．幅広い形状

には「広披針形」（表 1，図 1D，図 2E，G），幅狭い形状には

「狭披針形」（表 1，図 1D，図 2E）が使われている．狭披針形

のさらに幅狭い形状は，細長く線形との中間的な「線状披針

形」も使われている（表 1，図 1D，図 2E）． 
narrowly ovate に由来する「狭卵形」は，清水（2001），大橋

ほか（2008），大橋ほか（2016）が披針形の同義語として用い

たが，それ以前に，原ほか（1965）は「披針形」と「狭卵形」を

別形状として図示し（図 1D），大井（1953）も別々に記述して

いる（表 1）． 
披針形は伝統的に用いられており，現在でもよく使われてい

る．改訂新版『日本の野生植物 III』（大橋ほか, 2016）での科

別の解説では，38 科（バラ科からセンダン科）のうち披針形に

対応する葉形がない 9 科を除く 29 科では，おそらく分担執筆

者の判断で，披針形を用いられている．現状では，「披針形」を

継続して使い，当面は同義語である狭卵形を併記するのが

好ましいと筆者は考える． 
 

長楕円形 
oblong の和訳として長楕円形が使われているが，先述した

通り，本来は単に細長い楕円形を意味していない．Stern
（1992）は，oblong での葉縁がほぼ平行であるとし，曲線とな

る elliptical，elliptic との違いを示した．SADT (1962a, b)では，

rectangularis vel oblongus として，oblongus を長方形の系列

の扱いにしている． 
国内の文献では，葉縁は「殆ド平行」（三好・牧野, 1911），

「多少相平行ス」（牧野, 1940），「稍平行する」（大井, 1953）
などの記述や，長楕円形の図 （図 2C,D,E,F,G,L）では葉縁

がほぼ平行しており，oblong に該当している．しかしながら，和

訳の「長楕円形」は細長い楕円形との誤解を受けやすく，葉

形の解説には長楕円形は楕円形より縦に長いとする記述も

多い（表 3）．図でみると，葉縁が平行でなく，弧状の例もある

（図 1D，図 2H，J，K）．長楕円形と楕円形との重要な区別点

である葉縁の形だが，日本では徹底されてこなかったようであ

る． 
明治期には「長円形」（図 1A）があり，「小判ノ長キ形」（松

井, 1876）とも表現された．「長楕円形」は日本語として誤解さ

れやすく，「長円形」や「小判形」などの表現もありうるが，長年

慣れ親しんだ用語であり，このままを使わざるをえないだろう．  
 

楕円形 
『植学啓原』（宇田川, 1834）に「橢圓」の記述があり，以降

の文献では葉形の用語として「楕円形」ときに「楕円葉」が使

われてきた．葉形解説（表 3）には，縦横比について「一倍半マ

タ二倍」「二倍乃至三倍」「二倍」「3–4 倍内外」などがある．ま

た，葉の両側縁について「外方ニ湾曲セル形」（三好・牧野, 
1911），「其ノ邊縁ノ張リ出タルモノ」（牧野, 1940），「ゆるやか

に弧状に曲がる」（大井, 1953）などとあり，Stern（1992）の楕円

形（ellipticus）の記述と一致する． 
Stern（1992）は「ellipticus＝ovalis」とし「oval」と英訳したが，

いくつかの植物図鑑では，幅広い形に oval をあて「広楕円形」

と訳出し，ヤナギ属解説では使用が多い．SADT（1962a,b）の
「narrowly elliptic」に対して，豊国（1987）は「狭楕円形」と訳

出した．清水（2001），大橋ほか（2008）も狭楕円形を採用して

いる．清水（2001）は長楕円形を楕円形の系列とし，狭楕円形

と長楕円形を同義語としているが，筆者は妥当ではないと感

じている． 
 

卵形 
明治初期には蛋形（「蛋」は中国語の卵）とされ，『植学啓

原』（宇田川, 1834）以降，上半部が幅狭く下半部が広い形に

常に用いられてきた．卵形は記述・図とも ovate とよく一致する．

卵形の幅広い形状には「広卵形」「卵円形」が使われてきた．

卵形と卵円形を佐竹（1964）は同義語とし，伊藤（1874），白
井（1893）の卵円形も卵形相当である（図 1B，図 2A）．松村

（1886）は卵円形を「丸卵なり」と述べた．三好・牧野（1911）は
「広卵形」に対し「普通ノ卵形ヨリモ幅廣キモノ」と解説した．

次に「卵円形」に対し「圓ミヲ帯ビタル卵形」と解説し，高柳

（1912）は円卵形として図示している（図 2E）．原ほか（1965）
の卵円形は幅が著しく広い（図 1D）．細長い卵形の意で「長
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卵形」があるが（三好・牧野, 1911），近年の使用は少ない．  
 
 

ヤナギ属の葉形の試案 
 
ヤナギ属で使う葉形の用語は，Stern（1992）が示した 5 つの

基本用語，linear，lanceolate，oblong，elliptical＝elliptic，oval
およびその変形で十分と考える．しかし著者によってその範囲

がさまざまであり，SADT（1962a,b），Stern（1992），および豊国

（1987），清水（2001）らの訳語を参照しヤナギ属の葉形とその

用語を整理して試案として図示した（図 3）． 
それぞれの葉形の縦横比の範囲は SADT（1962a,b）とほ

ぼ重なるものの，筆者のこれまでの経験から，ヤナギ属で理解

を得やすいと考えた縦横比で示した， 
 
線形 

幅が狭く長く，葉身の側縁がやや平行な葉形を「線形」（縦

横比 12：1〜10：1）とした．線形の幅広い形状として「広線形」

（縦横比 8：1〜6：1）とした． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3  ヤナギ類での葉形の模式図．倒形は参考図形のみ掲載した． 
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図 3  ヤナギ類での葉形の模式図．倒形は参考図形のみ掲載した． 

 

 

披針形，狭卵形，卵形 
葉身の中央より下側が最も幅の広い形状であり，SADT

（1962a,b）の範囲をやや変更して，縦横比 5：2〜3：2 を「卵

形」とし，縦横比 6：5〜1：1 を「広卵形」とした．卵形より幅狭

い縦横比 5：1〜3：1 は，「披針形」と「狭卵形」を同義語とし

列記した．「披針形＝狭卵形」より幅の狭い形は線形に近づく

が，かなり幅の狭い卵形と見ることができる．これを「線状披針

形＝線状狭卵形」とし縦横比 10：1〜7：1 とした．表 1 に見る

ように既知の図鑑等でよく使われる用語である．  
 
楕円形，長楕円形 

最広部が葉身の中央にあり，葉身部分の両側縁が弧状に

なる形状の基本形を「楕円形」，両側縁にやや平行な直線部

分がある形状（葉身長さの 3 分の 1 前後より長い直線部を持

つ形を想定した）の基本形を「長楕円形」とし，上記披針形と

同じ縦横比に照らし，基本形の幅の狭い形状を「狭楕円形」

「線状楕円形」，「狭長楕円形」「線状長楕円形」とした．幅広

い形として「広楕円形」を示したが，「広長楕円形」となる葉形

はヤナギ属では見られないため図を省いた． 
なお，最広部が葉身の中央より上側にある場合は「倒形」と

して「倒披針形」，「倒卵形」などとして用いられる．ヤナギ属の

葉でも相当する種類があるので参考として図示した． 
 
 

おわりに 
 
改訂新版『日本の野生植物』の「狭卵形」という葉形が気

になり，学術用語（英語，ラテン語）の意味を確認してその和

訳と葉形の範囲を調査しまとめた．「披針形」は天保 5 年

（1834）発刊の『植学啓原』以来用いられ，現在も多くの使用

が認められている．清水（2001）が披針形を除外しなかったよ

うに，研究の継続性からも残ることを願う．図 3 はあくまで試案

であり，役に立つことがあれば幸いである．  
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